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現
在
も
続
く
、私
の
長
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
人
生

は
小
学
校
３
年
生
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。副

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
厳
し
い
練
習
に
耐
え
て
い
た
中

学
時
代
、「
も
っ
と
上
手
く
な
り
た
い
」と
思
い
、全

国
大
会
に
多
く
出
場
し
て
い
た
名
門
の
近
江
高
校

に
進
学
し
ま
し
た
。生
ま
れ
育
っ
た
姫
路
を
離
れ
、

寮
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、仲
間
や
顧
問
の
先

生
に
も
恵
ま
れ
、私
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
た
だ
楽
し

か
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
か
ら
本
気
で
勝
つ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
肉

体
的
に
も
精
神
的
に
も
本
当
に
辛
い
こ
と
が
多

か
っ
た
も
の
の
、「
や
る
と
決
め
た
以
上
最
後
ま
で

や
り
切
る
」と
強
く
思
っ
て
い
た
た
め
、辞
め
た
い

と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。今

で
は
、こ
の
性
格
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
最
後
ま
で
や
り

切
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

同
級
生
や
後
輩
に
も
た
く
さ
ん
助
け
ら
れ
、私
は

キ
ャ
プ
テ
ン
と
い
う
大
役
も
や
り
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、昔
か
ら
ず
っ
と
保
育
士
に
な
り
た
い
と

い
う
夢
も
あ
っ
た
の
で
、金
城
大
学
短
期
大
学
部
幼

児
教
育
学
科
へ
と
進
学
し
ま
し
た
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
に
所
属
し
て
２
年
間
の
短
大
生
活
を
送
る
中

で
、ま
だ
ま
だ
競
技
を
続
け
た
い
気
持
ち
が
強
く

な
り
、金
城
大
学
社
会
福
祉
学
部
へ
の
編
入
学
を

選
択
し
、更
に
２
年
間
の
大
学
生
活
を
送
り
ま
し

た
。大
学
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
も
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
、メ
ニ
ュ
ー
な
ど
は
自
分
た
ち
で
決
め
て
練
習

を
進
め
ま
し
た
。心
で
繋
ぐ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
目
指

し
、こ
れ
ま
で
以
上
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
一
人
一
人
に

目
を
向
け
る
中
で
、仲
間
の
大
切
さ
や
絆
を
あ
ら

た
め
て
学
び
、苦
し
い
こ
と
を
一
緒
に
乗
り
越
え
た

一
生
の
仲
間
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
を
卒
業
後
、今
は
富
山
県
の
実
業
団
チ
ー

ム
K
U
R
O
B
E
ア
ク
ア
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ（
黒
部

市
）で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
仕
事
と
し
て
続
け
て
い
ま

す
。プ
ロ
の
世
界
で
は
結
果
を
出
す
こ
と
が
全
て

で
、結
果
を
出
さ
な
け
れ
ば
認
め
て
も
ら
え
な
い
世

界
で
す
。も
ち
ろ
ん
今
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
も
な
る
時
も

あ
り
ま
す
。そ
ん
な
私
を
助
け
て
く
れ
る
の
は
や
は

り
大
学
時
代
の
仲
間
た
ち
で
す
。心
の
底
か
ら
頼

れ
る
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
た
ち
に
出
会
え
た
大

学
で
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
生
活
は
、私
の
財
産
と
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、こ
れ
ま
で
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通

じ
て
出
会
っ
た
方
に
も
本
当
に
感
謝
を
し
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
家
族
や
仲
間
の
支
え
を
大
切
に
し

て
、成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同窓生ピックアップ

各方面で活躍する金城大学同窓生

平
成
18
年
度
に
金
城
大
学
を
卒
業
後
、実
業

団
卓
球
チ
ー
ム
に
所
属
し
、仕
事
と
卓
球
の
両

方
に
励
む
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。私
が
勤
め
る

株
式
会
社
エ
ク
セ
デ
ィ
は
、自
動
車
の
駆
動
系
装

置
を
、開
発
か
ら
生
産
、販
売
ま
で
一
貫
し
て
行

う
総
合
メ
ー
カ
ー
で
す
。大
阪
府
寝
屋
川
市
に

本
社
を
持
ち
、世
界
18
ヵ
国
34
社
の
グ
ル
ー
プ
で

展
開
し
て
い
ま
す
。私
は
三
重
県
の
上
野
事
業

所
U
人
事
総
務
室
に
所
属
し
、従
業
員
の
入
社

手
続
き
や
扶
養
の
手
続
き
を
主
に
担
当
し
て
い

ま
す
。

金
城
大
学
で
過
ご
し
た
４
年
間
を
振
り
返
る

と
、部
活
で
は
卓
球
の
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、礼
儀

や
人
間
性
の
向
上
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
共
有
し

た
時
間
や
、一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
み
ん
な
で

取
り
組
ん
だ
こ
と
、充
実
し
た
練
習
の
思
い
出

は
、今
で
も
大
切
な
宝
物
で
す
。ま
た
、福
祉
の

授
業
で
は
、相
手

側
の
ニ
ー
ズ
を
察

知
し
、応
え
る
こ

と
の
重
要
さ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。そ
の
教

訓
を
活
か
し
、お

客
様
や
社
員
へ
の

対
応
一
つ
に
し
て

も
、感
謝
や
相
手

を
敬
う
気
持
ち

を
持
っ
て
接
す
る

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。現
場
で
働
く
従
業
員

が
、仕
事
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

の
が
私
の
務
め
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、卓
球
部
に
所
属
し
て
５
年
目
を
迎
え

た
現
在
、最
年
長
部
員
と
し
て
チ
ー
ム
を
引
っ
張

る
立
場
に
あ
り
ま
す
。エ
ク
セ
デ
ィ
卓
球
部
は
日

本
卓
球
リ
ー
グ
の
２
部
に
加
盟
し
、実
業
団
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
が
参
加
す
る
１
部
リ
ー
グ
へ
の
昇

格
を
目
指
し
て
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。仕
事
と
卓
球
の
両
立
は
大
変
だ
と
思
う

時
も
あ
り
ま
す
が
、会
社
の
支
援
や
、職
場
の

方
々
の『
頑
張
っ
て
き
て
ね
』の
一
言
に
励
ま
さ

れ
、楽
し
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。今

後
も
、同
じ
よ
う
に
実
業
団
で
プ
レ
ー
す
る
後

輩
達
の
良
い
見
本
、道
し
る
べ
と
な
る
た
め
、仕

事
と
卓
球
を
精
一
杯
頑
張
り
、会
社
に
貢
献
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

仕
事
と
卓
球
の
両
立
で

会
社
に
貢
献

宮里 美菜子さん 【株式会社エクセディ 勤務】
社会福祉学部  平成18年度卒業　4期生

大
学
で
の
出
会
い
や

経
験
が
財
産

位田 愛さん 【KUROBEアクアフェアリーズ 所属】
社会福祉学部  平成20年度卒業　6期生



平
成
23
年
度
役
員
会 

開
催
報
告

６
月
19
日（
日
）13
時
か
ら
、本
学
に
て
平
成
23
年
度
第
１

回
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
長
の
濱
田
陽
介
さ
ん（
１

期
生
）、副
会
長
の
中
野
雄
介
さ
ん（
１
期
生
）、会
計
監
事
の

園
谷
準
さ
ん（
１
期
生
）、上
田
良
和
さ
ん（
１
期
生
）を
は
じ

め
、各
期
委
員
の
内
島
一
憲
さ
ん（
１
期
生
）、伊
藤
恵
里
さ
ん

（
２
期
生
）、寺
井
紀
裕
さ
ん（
２
期
生
）、田
中
宏
治
さ
ん（
３

期
生
）、高
橋
志
未
さ
ん（
４
期
生
）、松
下
早
希
さ
ん（
５
期

生
）、松
浦
由
依
さ
ん（
８
期
生
）、澤
田
竜
之
介
さ
ん（
８
期

生
）の
合
計
12
名
、学
校
関
係
者
と
し
て
は
、加
藤
晃
金
城
学

園
理
事
長
、加
藤
真
一
金
城
学
園
副
理
事
長
、本
田
金
城
大

学
学
長
、川
上
正
文
事
務
局
長
、同
窓
会
幹
事（
岡
村
綾
子
准
教
授
、野
口
雅
弘
講
師
、

島
原
徹
総
務
部
長
、坂
口
憲
二
総
務
部
主
任
、宮
本
麻
衣
子
総
務
部
職
員
）５
名
の
合

計
９
名
、同
窓
会
役
員
及
び
学
校
関
係
者
21
名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
濱
田
会
長
、加
藤
理
事
長
、本
田
学
長
か
ら
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、そ
の
後
の
議
題

と
し
て
は
、１
．平
成
23
年
度
役
員
補
充
、２
．平
成
22
年
度
事
業
報
告
・
決
算
、３
．平
成
23

年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
ま
し
た
、４
．総
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、今
年
度
の
金
城
祭
開

催
日
に
合
わ
せ
、10
月
22
日（
土
）に
第
１
回
総
会
及
び
懇
親
会
を
開
催
予
定
と
す
る
こ

と
の
確
認
が
な
さ
れ
、当
日
の
事
業
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
は
、役
員
・
委

員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
非
常
に
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、今
後
、役
員
と
学
校
関
係
者
に

て「
多
く
の
同
窓
生
が
参
加
し
た
く
な
る
事
業
」と
な
る
よ
う
継
続
審
議
し
て
い
く
こ
と

と
し
、会
長
一
任
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、活
発
な
同
期
会
開
催
を
促
進
で
き
る
よ

う
、５
．「
同
期
会
開
催
助
成
規
程
」に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
、全
員
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。６
．名
簿
の
管
理
に
つ
い
て
は
、総
会
開
催
案
内
や
、今
後
、会
報
誌
送
付
時
な

ど
に
返
信
ハ
ガ
キ
を
同
封
し
、氏
名
・
現
住
所
・
現
職
・
近
況
報
告
等
の
情
報
を
適
切
に

管
理
し
て
い
く
こ
と
、７
．卒
業
生
の
大
学
施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
会
報
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て
、積
極
的
か
つ
有
効
な
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
の
確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、同
窓
生
主
体
の
研
究
会
や
勉
強
会
の
開
催
に
つ
い
て
、会
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
案
内
で
き
る
よ
う
体
制
整
備
を
し
て
い
く
こ
と
の
提
案
が
な
さ
れ
、

引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
同
窓
生
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
に
つ
い
て
も
整
備
を
し
て
い
く
こ
と
の
確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。そ

れ
以
外
に
も
卒
業
生
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
て
い
る
意
見
や
提
案
等
も
出
さ
れ
、た
い
へ
ん

充
実
し
た
意
見
交
換
の
場
に
な
り
ま
し
た
。お
忙
し
い
中
で
の
ご
参
加
、本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、今
後
と
も
円
滑
か
つ
活
発
な
同
窓
会
運
営
を
図
れ
る
よ
う
役
員
及
び
委
員

の
方
々
、全
て
の
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
理
解
並
び
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

会　　長　  濱田 陽介　（１期生）
副 会 長　  中野 雄介　（１期生）、 河合 直人　（８期生）
会計監査　  園谷　準　 （１期生）、 上田 良和　（１期生）

委　　員　  内島 一憲　（１期生）、 熊野 裕子　（１期生）、 紺　 昇平　（１期生）、 伊藤 恵里　（２期生）、 久田　 緑　（２期生）、 寺井 紀裕　（２期生）
藤田 正憲　（２期生）、 北平 玲子　（３期生）、 田中 宏治　（３期生）、 德田 澄麗　（３期生）、 山下 和恵　（３期生）、 安土 貴子　（４期生）
川部 史香　（４期生）、 小塩 麻里奈（４期生）、 清水 敦子　（４期生）、 庄田 紋子　（４期生）、 高橋 志未　（４期生）、 林　裕也 　（４期生）
森　美夏 　（４期生）、 赤木 由未子（４期生）、 池上 実希　（５期生）、 越村 知恵　（５期生）、 松下 早希　（５期生）、 山本 晴花　（５期生）
岩城 涼子　（５期生）、 江川 珠右　（５期生）、 辰田 沙弥香（５期生）、 中村 文香　（６期生）、 花井 友美　（６期生）、 早崎 久穂　（６期生）
草別 麻美　（６期生）、 大久保 朋美（６期生）、 西村 仁美　（６期生）、 宮原 千夏子（６期生）、 高橋 孝明　（６期生）、 中野 友博　（７期生）
土田 行美　（７期生）、 津田 聡美　（７期生）、 東元 いつか（７期生）、 西川 美香　（７期生）、 荒木 友季　（７期生）、 高橋 彩子　（７期生）
成川 千絵　（７期生）、 竹田 圭佑　（８期生）、 鷲田 　恵　（８期生）、 松浦 由依　（８期生）、 澤田 竜之介（８期生）、 西谷 彰紘　（８期生）

幹　　事　  杉山 正樹、　岡村 綾子、　野口 雅弘、　島原　 徹、　坂口 憲二、　宮本 麻衣子

同窓生の皆様におかれましては、各方面でご活躍のことと思います。その中で、「同期会を開催しました」「同じサークルだった仲間と
久々に集まりました」など、同窓生の近況報告を募集しています。是非、同窓会会報誌でも活動の模様を掲載させていただきたいと
思っておりますので、お気軽に情報をお寄せください。

同窓生活動
報告の募集

平成23年度役員・委員

予算・決算　（平成22年度決算・平成23年度予算）

支出の部
会　議　費
金城祭経費
会報誌経費

ホームページ制作費
郵　送　費
雑　　　費
会 費 戻 金

開学10周年記念事業負担金
同期会開催助成金
事務費負担金
特別会計繰入金
予　備　費
次年度繰越金
合　　計

平成22年度決算
32,950
132,100
414,400
105,000
210,600
62,002
40,000

6,000,000
̶

375,000
20,000,000

0
2,776,220
30,148,272

平成23年度予算
700,000
300,000
500,000
150,000
300,000
100,000
200,000

̶

500,000
500,000
2,000,000
2,696,220

̶

7,946,220

（単位：円）

収入の部
会　　費
利　　息
雑　　費
前年度繰越金
合　　計

平成22年度決算
5,780,000

4,294
0

24,363,978
30,148,272

平成23年度予算
5,160,000
10,000

0
2,776,220
7,946,220

（単位：円）

収入の部
特別会計繰入金
前年度繰越金
合　　計

平成22年度決算
20,000,000

̶

20,000,000

平成23年度予算
2,000,000
20,000,000
22,000,000

（単位：円）

支出の部
次年度繰越金
合　　計

平成22年度決算
20,000,000
20,000,000

平成23年度予算
22,000,000
22,000,000

（単位：円）

特別会計



卒
業
生
の
皆
さ
ん
も
図
書
館
所
蔵
資
料
の
閲

覧
・
複
写
・
貸
出
が
で
き
ま
す
。（
貸
出
期
間
の

延
長
は
で
き
ま
せ
ん
。）

《
貸
出
冊
数
》 

３
冊　

 

《
貸
出
期
間
》 

２
週
間（
雑
誌
は
除
く
）

※

必
ず
事
前
に
図
書
館
ま
で
ご
連
絡（
０
７
６-

２
７
６-

４
４
１
２
）く
だ
さ
い
。そ
の
際
、卒

業
年
度
・
学
籍
番
号
・
学
科
・
名
前
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

※

利
用
の
際
は
現
住
所
等
を
確
認
で
き
る
も

の（
免
許
証
な
ど
）を
持
参
し
、カ
ウ
ン
タ
ー

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※

利
用
日
・
時
間
は
在
学
生
と
同
様
で
す
。ま

た
、卒
業
生
が
勉
強
会（
自
主
ゼ
ミ
・
研
究

会
）を
実
施
で
き
る
環
境（
場
所
）整
備
と

し
て
、平
日
夜
、土
曜
日
な
ど
に
小
講
義
室
・

演
習
室
等
を
使

用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。な
お
、

実
際
の
使
用
に

係
る
手
続
き
等

の
詳
細
に
つ
い
て

は
、同
窓
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
の
施
設
利
用

金
城
大
学
同
窓
会
も
平
成
15
年
度
の
発
足
か
ら
８

年
が
経
過
し
、ま
た
、平
成
19
年
度
に
開
設
し
た
医
療

健
康
学
部
理
学
療
法
学
科
、社
会
福
祉
学
部
こ
ど
も
専

攻
か
ら
も
無
事
に
卒
業
生
が
輩
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、今
年
度
、初
め
て
の
試
み
と
し
て
、10
月
22
日（
土
）

に
本
学
に
て『
卒
業
生
に
よ
る
近
況
報
告
会
』（
金
城
祭

プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、濱
田
陽
介
同
窓
会
会
長
か
ら
の
挨

拶
が
あ
り
、そ
の
後
、社
会
福
祉
学
部
卒
業
生
か
ら
園
谷

準
さ
ん（
平
成
15
年
度
卒
）、瀧
田
万
由
子
さ
ん（
平
成

17
年
度
卒
）、壽
時
悠
さ
ん（
平
成
21
年
度
卒
）の
３
名
、

医
療
健
康
学
部
卒
業
生
か
ら
菊
池
礼
乃
さ
ん（
平
成
22

年
度
卒
）、竹
田
圭
佑
さ
ん（
平
成
22
年
度
卒
）の
２
名
、

合
計
５
名
の
卒
業
生
か
ら
現
在
の
職
場
報
告
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。集
ま
っ
た
教
職
員
や
在
学
生
、同
窓
生
や
金

城
祭
一
般
来
場
者
が
聴
講
す
る
中
、1
人
15
分
程
度
で

法
人
の
概
要
及
び
職
種
説
明
、仕
事
の
や
り
が
い
や
今

後
の
目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い
て
の
発
表
、報
告
が
あ

り
ま
し
た
。最
後
に
、杉
山
正
樹
同
窓
会
幹
事
よ
り
、講

評
及
び
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、同
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た『
同
窓
会
事

業
報
告
及
び
懇
親
会
』に
つ
き
ま
し
て
は
、今
回
、参
加

希
望
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
、残
念
な
が
ら
開
催
を
見

送
り
ま
し
た
。参
加
希
望
に
て
ご
返
信
い
た
だ
い
た
卒

業
生
の
皆
さ
ん
に
は
、本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

金
城
大
学
同
窓
会
と
し
て
は
、引
き
続
き
、魅
力
あ
る

活
動
、事
業
の
企
画
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
理

解
・
ご
協
力
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、今
回
の
案
内
郵
送
時
に
、同
窓
会
名
簿
整
備
の

た
め
の
再
調
査
も
併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、ま
だ
返

信
ハ
ガ
キ
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、早
期
の
ご
返

信
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

卒
業
生
５
人
が

仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
発
表

社
会
福
祉
学
部
の
大
井
佳
子
教
授
、釜
土
禮
子

准
教
授
、上
田
由
紀
子
准
教
授
、医
療
健
康
学
部

の
武
田
功
教
授
、曽
我
浩
之
教
授
、齋
藤
幸
江
准

教
授
及
び
事
務
職
員
の
近
藤
悠
法
人
本
部
事
務

室
長
、小
谷
内
政
雄
さ
ん（
管
財
部
）、道
下
菜
穂

子
さ
ん（
就
職
進
学
支
援
室
）が
３
月
末
で
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

退
任
教
職
員
の
ご
案
内



第８期生（医療健康学部第１期生）研修セミナー及び懇親会

第１期生（社会福祉学部）同期会

平
成
23
年
８
月
13
日（
土
）、金
沢
都
ホ

テ
ル
７
階
鳳
凰
の
間
に
て
、第
１
期
生
同

期
会
を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。仕
事
や

育
児
に
と
大
変
忙
し
い
中
、47
名
の
参
加

が
あ
り
、約
７
年
ぶ
り
の
再
会
に
喜
び
合

い
ま
し
た
。景
品
を
か
け
た
大
縄
跳
び
で

は
、30
代
と
な
っ
た
体
に
は
堪
え
ま
し
た

が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
回
、同
窓
会
役
員
と
し
て
、同
窓
会
へ

の
協
力
要
請
を
行
い
、ま
た
、同
期
会
開
催

助
成
規
程
を
制
定
す
る
こ
と
が
出
来
、今

後
ど
の
年
代
に
お
い
て
も
同
期
会
が
開
催

し
や
す
い
環
境
に
な
っ
た
こ
と
、こ
の
場
を

借
り
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

幹
事
：
中
野 

雄
介

医
療
健
康
学
部
理
学
療
法
学
科
第
１

期
生
同
期
会
と
し
て
、８
月
27
日（
土
）に

研
修
セ
ミ
ナ
ー
及
び
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。研
修
セ
ミ
ナ
ー
は
、ル
キ
ー
ナ
金

沢（
金
沢
市
内
）に
て
開
催
し
、永
井
将
太

准
教
授
に
よ
る「
脳
卒
中
患
者
の
理
学
療

法
の
進
め
方
」と
題
し
た
講
演
を
行
い
、41

名
の
同
窓
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。そ
の
後

に
行
わ
れ
た
懇
親
会
は
、場
所
を
金
沢
四

分
一
に
移
し
、同
窓
生
27
名
、教
員
10
名
の

計
37
名
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

卒
業
後
、約
半
年
が
経
過
し
、永
井
准

教
授
の
講
演
や
懇
親
会
で
の
同
期
の
頑
張

り
な
ど
を
聞
き
、い
っ
そ
う
自
己
啓
発
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
同

期
会
に
つ
い
て
は
、今
後
、定
期
的
に
開
催

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幹
事
：
河
合　

直
人



業　　種
【保育園・幼稚園・福祉施設】
保育園 　　　 15人
幼稚園　　 　14人
児童養護施設　　　1人
救護施設 　　　  1人
障害者施設　　　   　5人
------------------------------
計 　　　36人

職　種
保育士 　　　 19人
幼稚園教諭　 　　14人
教員 　　　  1人
支援員 　　　  7人
営業職 　　　 3人
販売職 　　　  1人
------------------------------
計 　　  45人

卒業生 　　 48人
就職希望者 　     47人
就職者 　　 45人
進学 　　    0人

就職率 95.7％

【企業】
販売・小売業 　　　 2人
教育 　　　 1人
製造業 　　　  1人
------------------------------
計 　　　 4人

【公務員】
公立保育所 　　　   4人
特別支援学校　　　   1人
------------------------------
計 　　　   5人

社会福祉学部 こども専攻

就職率95.7％=
就職者数45人÷就職希望者数47人×100

保育園
15人

（33.3％）

公立保育所
4人
（8.9％）

企業
4人

（8.9％）

教員 
1人（2.2％）

福祉施設
7人

（15.6％）

幼稚園
14人

（31.1％）

就職状況
内 訳

業　　種
【医療機関】
病院　　　　　　　52人
------------------------------
計 　　　52人

職　種
理学療法士 　　　52人
------------------------------
計 　　  52人

医療健康学部 理学療法学科

卒業生 　　 58人
就職希望者 　     52人
就職者 　　 52人
進学 　　    3人
（就職かつ進学者）

就職率   100％

就職率100％=
就職者数52人÷就職希望者数52人×100

医療機関
52人
（100％）

就職状況
内 訳

北陸三県
38人

（73.1％）

北陸三県
以外
14人

（26.9％）

就職先
エリア

平成23年度 金城大学 学部・学科構成 一覧

社会福祉学部

社会福祉学科

社会福祉専攻 こども専攻

社会福祉
コース

介護福祉
コース

医療・福祉
ビジネスコース

医療健康学部

金城大学

理学療法学科

業　　種
【福祉施設など】
高齢者施設 　　　58人
障害者施設　　 　28人
病院　　　　　　　7人
児童養護施設　  2人
社会福祉協議会　　1人
保育園 　　　  1人
------------------------------
計 　　　97人

【公務員】
警察官 　　　   1人
市役所 　　　   1人
------------------------------
計 　　　   2人

職　種
介護職 　　　79人
支援員・指導員　　20人
相談援助職 　　　  2人
MSW 　　　  4人
営業職 　　　18人
販売職 　　　  7人
事務職 　　　12人
製造・生産職 　　　  3人
接客職 　　　  3人
調理師 　　　  1人
運転手 　　　  1人
公務員 　　　  2人
教員 　　　  6人
その他 　　　  1人
------------------------------
計 　　  159人

【企業】
医療・福祉 　　　12人
飲食・宿泊業　　　  7人
運輸業 　　　  6人
卸売・小売業 　　　11人
サービス業 　　　  6人
製造業 　　　  4人
農業　　 　　　　　1人
複合サービス業　　 3人
不動産業 　　　  3人
その他 　　　  1人
------------------------------
計 　　　54人

【教員】
高等学校 　　　   1人
特別支援学校　　　 5人
------------------------------
計 　　　   6人

社会福祉学部 社会福祉専攻 ※医療・福祉ビジネスコースは平成21年度設置のため、就職実績はありません。

卒業生 　　175人
就職希望者 　    165人
就職者 　　159人
進学  　　    3人

就職率 96.4％

就職率96.4％=
就職者数159人÷就職希望者数165人×100

医療・
福祉施設
97人

（61.0％）

公務員 
２人（1.2％）

教員 
6人（3.8％）

企業
54人

（34.0％） 就職状況
内 訳

平成22年度卒業生の進路結果 （2011年4月15日現在）



平
成
22     
年
度  

卒
業
式
　
３
・
18      

3
月
18
日（
金
）に
、第
８
回
卒
業
証
書
・

学
位
授
与
式
が
白
山
市
松
任
文
化
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。社
会
福
祉
学
部
の
卒
業
生

２
２
３
名
、医
療
健
康
学
部
の
卒
業
生
58
名
、

合
計
２
８
１
名
の
卒
業
生
が
学
び
舎
を
後

に
し
、社
会
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。式
で
は
、

加
藤
理
事
長
が
告
辞
を
述
べ
、本
田
学
長
が「
癒
し
の
提
供
者
と
し

て
、医
療
・
福
祉
の
現
場
で
大
い
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
」と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。続
い
て
、作
野
白
山
市
長
を
は
じ
め
ご
来
賓
の
方
よ
り

祝
辞
を
賜
り
、ま
た
、多
数
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。最
後
に
、

卒
業
生
を
代
表
し
て
、菊
池
礼
乃
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

同
日
、会
場
を
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
移
し
、卒
業

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
会
場
で
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
支
援
の
た
め
、義
援

金
募
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
卒
業
式
は
、平
成
24
年
３
月
18
日（
日
）に
白
山
市
松

任
文
化
会
館
に
て
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

平
成
23     
年
度  

入
学
式
　
４
・
1
   

４
月
１
日（
金
）に
、第
12
回
入
学
式
が
白
山

市
松
任
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、社
会
福
祉
学
部
、

医
療
健
康
学
部
の
２
学
部
２
４
６
名
が
入
学
し
、

新
生
活
へ
の
期
待
を
胸
に
大
学
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

式
で
は
、加
藤
理
事
長
が
告
辞
を
述
べ
、本
田

学
長
が「
思
い
や
り
を
大
切
に
し
て
相
手
の
立
場

に
な
り
、誇
り
と
自
信
、情
熱
と
勇
気
を
持
っ
て
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
実
践
し
て
ほ
し
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。続
い
て
、作
野
白
山
市

長
な
ど
多
数
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。最
後
に
、新
入
生
を
代
表

し
て
、墨
谷
沙
紀
さ
ん（
医
療
健
康
学
部
）が
宣
誓
し
ま
し
た
。

な
お
、式
に
先
立
ち
、東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

新
入
生
歓
迎
会
　
４
・
9      

例
年
実
施
し
て
い
る
新
入
生
歓
迎
会
が
、今
年
度
も
４
月
９
日

（
土
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。学
友
会
が
中
心
と
な
り
、新
入
生
が
早
く

大
学
生
活
に
馴
染
め
る
よ
う
に
、ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
や
、ク
ラ
ブ
・
同
好
会
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、ク
ラ
ブ
・
同

好
会
紹
介
が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
演
出
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。ま
た
、

今
年
度
も
豪
華
景
品
が
用
意
さ
れ
、た
い

へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。新
入
生
に
と
っ

て
は
歓
迎
会
を
通
じ
て
、金
城
大
学
の
良

さ
を
体
感
で
き
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

新
入
生
合
宿
研
修
　
４
・
15      
〜
17      

例
年
実
施
し
て
い
る
両
学
部
合
同
の
新

入
生
合
宿
研
修
が
、今
年
度
も
か
ん
ぽ
の

郷
白
山
尾
口
に
て
、４
月
15
日（
金
）〜
16

日（
土
）、16
日（
土
）〜
17
日（
日
）の
２
班

体
制
で
行
わ
れ
ま
し
た
。毎
年
、学
生
生
活

に
必
要
な
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
、大
学
生

と
し
て
の
自
覚
と
計
画
を
持
つ
、異
な
る
学

部
専
攻
の
学
生
や
、教
職
員
と
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、マ

ナ
ー
講
座
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
、懇
親
会
な
ど
を
通
じ
て
、今
後
の
大
学

生
活
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

第
36     
回
金
城
祭
　
10      
・
22      
〜
23      

今
年
度
は
、「
〜
フ
ラ
ッ
ト
し
た
気
持
ち
が
シ
ャ
ー
プ
に
〜
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
カ
ー
ニ
バ
ル
」を
テ
ー
マ
に
、第
36
回
金
城
祭
が

10
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
S
o
n
a
r 

P
o
c
k
e
t
」に
よ
る
ゲ
ス
ト
ラ
イ
ブ
、模
擬
店
、ス
テ
ー
ジ
で

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。今
年
も
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、大
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、金
城
大
学
同
窓
会
の
事
業
と
し

て
は
、22
日（
土
）に
金
城
祭
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
環
と
し
て
、卒
業
生
近
況
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
詳
細
は
、

【「
卒
業
生
に
よ
る
近
況
報
告
会
」開

催
報
告
】を
参
照
）

Events

平成22年度  金城学園  財務概要
（単位：千円）

金　　額

金　　額

■貸借対照表 （単位：千円）

科　　目 金　　額
資産の部

科　　目

※ 詳しくは、金城学園ホームページ（http://www.kinjo.ac.jp/）をご覧ください。

金　　額
負債・基本金・消費収支差額の部

2,504,867
800,228
165,334

‐  203,319
3,267,110

2,055,067
742,505
407,804
43,495
18,239

3,267,110

9,366,009
8,937,673
428,336
2,755,482
12,121,491

固定負債
流動負債
基本金
消費収支差額
負債・基本金・消費収支差額の部（合計）

固定資産
　　有形固定資産
　　その他の固定資産
流動資産
資産の部（合計）

2,126,397
689,403

11,107,119
‐ 1,801,428
12,121,491

■消費収支計算書

科　　目
消費収入の部

科　　目
消費支出の部

学生生徒等納付金
補助金
その他
基本金組入額
消費収入の部（合計）

人件費
教育研究経費
管理経費
その他
消費収入超過額
消費支出の部（合計）



Academic Activities Topics

白
山
市
と
の
包
括
協
定
締
結

　

金
城
学
園
、金
城
大
学
、金
城
大
学
短
期
大

学
部
は
白
山
市
と
の
間
で
相
互
に
協
力
し
地
域

社
会
の
発
展
と
人
材
育
成
を
目
指
す
包
括
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
は
３
月
28
日（
月
）に
白
山
市
役
所
で

行
わ
れ
、作
野
白
山
市
長
、加
藤
金
城
学
園
理

事
長
、本
田
金
城
大
学
学
長
、中
山
金
城
大
学

短
期
大
学
部
学
長
が
、そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

大
学
と
白
山
市
は
、福
祉
、医
療
、保
育
・
幼
児
教
育
の
向
上
を
は

じ
め
、文
化
、芸
術
、経
済
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
発
展
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
分
野
で
こ
れ
ま
で
以
上
の
連
携
協
力
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
開
講
座

今
年
度
も
５
月
14
日
か
ら
11
月
19
日（
各
土

曜
日
、全
20
講
座
）に
か
け
、短
大
部
と
の
共
同

事
業
と
し
て「
金
城
大
学
・
金
城
大
学
短
期
大

学
部
公
開
講
座
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。大
学
・

短
大
部
の
先
生
方
に
よ
る
健
康
や
生
活
に
根
付

い
た
講
義
が
行
わ
れ
、地
域
の
方
々
を
中
心
に
、

今
年
も
多
く
の
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。な
お
、

平
成
24
年
度
も
同
時
期
に
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、大
学
・
短

大
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
ご
参
照
の
上
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
が
く
広
場
／
悠
遊
健
康
サ
ー
ク
ル

今
年
度
も
介
護
福
祉
コ
ー
ス
に
よ
る
地
域
の
高

齢
者
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
事
業
と
し
て「
ゆ
う
が
く
広
場
」を
、

理
学
療
法
学
科
に
よ
る
白
山
市
と
本
学
が
連
携

し
た
地
域
在
住
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
マ
シ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、健
康
体
操
な
ど
を
本
学
学
生
と
交

流
し
な
が
ら
行
う
健
康
維
持
・
改
善
講
座
事
業
と

し
て「
悠
遊
健
康
サ
ー
ク
ル
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
か
ら
も
た
い
へ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。活
動
状
況
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社 

ナ
ナ
オ
か
ら
の
テ
レ
ビ
寄
贈
に
つ
い
て

現
在
、後
援
会
会
長
で
あ
り
ま
す
実

盛
様（
株
式
会
社 

ナ
ナ
オ
社
長
）か
ら

の
ご
提
案
・
ご
好
意
に
よ
り
、同
社
の
液

晶
テ
レ
ビ
10
台
を
７
月
22
日（
金
）に
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
液
晶
テ
レ
ビ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
学
の
講
義
室
や
演
習
室
等
に
設
置
さ

せ
て
い
た
だ
き
、教
育
・
研
究
に
寄
与
す

る
も
の
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

北
國
健
康
生
き
が
い
支
援
事
業

北
國
新
聞
社
と
の
共
催
に
て
、一
般
の

方
を
対
象
に
し
た
通
年
事
業
と
し
て

「
社
会
福
祉
講
演
会
」、「
医
療
健
康
講

演
会
」、「
福
祉
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
７
月
23
日

（
土
）に
医
療
健
康
学
部
木
林
勉
教
授
に

よ
る「
介
護
予
防
〜
い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ

キ
と
自
分
ら
し
く
〜
」、９
月
17
日（
土
）

に
社
会
福
祉
学
部
平
口
真
理
教
授
に
よ

る「
人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
に
ど
う
対
処
す
る
か
」を
テ
ー
マ
に
開
催

し
、多
く
の
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、11
月
20
日（
日
）に
は
、「
第
６
回
福
祉
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、裏
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大
学
行
政
管
理
学
会
第
15
回
定
期
総
会
・
研
究
集
会
開
催

９
月
３
日（
土
）か
ら
４
日（
日
）の
２
日

間
、金
城
大
学
が
会
場
校
と
な
り
、ホ
テ
ル

金
沢
及
び
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、大
学
行

政
管
理
学
会（
全
国
の
大
学
横
断
的
な「
職

員
」相
互
の
啓
発
と
研
鑽
を
深
め
る
た
め

の
専
門
学
会
組
織
）第
15
回
定
期
総
会
・
研

究
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
台

風
12
号
の
影
響
も
あ
り
、多
く
の
参
加
者

の
足
に
も
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、２
日
間
で
全
国
か
ら
高
等
教
育

機
関
職
員
を
中
心
と
し
た
教
育
関
係
者
３
５
６
名
が
来
学
し
、盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

白
山
市
経
済
団
体
連
絡
協
議
会
と
の
協
定
締
結

金
城
学
園
、金
城
大
学
、金
城
大
学
短

期
大
学
部
は
白
山
市
経
済
団
体
連
絡
協

議
会
、白
山
商
工
会
議
所
、美
川
商
工
会
、

鶴
来
商
工
会
、白
山
商
工
会
と
の
間
で
、

相
互
に
協
力
し
地
域
経
済
の
発
展
と
学

術
文
化
の
振
興
、人
材
の
育
成
を
目
指
す

包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

締
結
式
は
９
月
14
日（
水
）に
本
学
に

て
行
わ
れ
、高
松
白
山
市
経
済
団
体
連

絡
協
議
会
会
長（
白
山
市
商
工
会
議
所
会
頭
）、吉
田
美
川
商
工
会

会
長
、角
永
鶴
来
商
工
会
会
長
、林
白
山
商
工
会
会
長
、加
藤
金
城

学
園
理
事
長
、本
田
金
城
大
学
学
長
、中
山
金
城
大
学
短
期
大
学
部

学
長
が
、そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

大
学
と
白
山
市
経
済
団
体
は
、地
域
経
済
の
発
展
や
地
域
振
興
、

学
術
文
化
の
振
興
を
は
じ
め
、地
域
文
化
・
伝
統
の
継
承
や
人
材
の

育
成
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
以
上
の
連
携
協
力
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

「
石
川
県
健
民
運
動
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
」を
受
賞

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
自
主
的
、積
極
的
に
取
組
み
、他
の
模
範
と

な
る
よ
う
な
優
れ
た
活
動
に
対
し
て
贈
ら
れ
る「
石
川
健
民
運
動
青

少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
」に
、個
人
の
部
で
高
川
由
佳
さ
ん（
社
会
福

祉
学
部
こ
ど
も
専
攻
３
年
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

高
川
さ
ん
は
、１
年
生
か
らw

w
w
.kids

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、現
在
は
代
表
を
務
め
、子
ど
も
と
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
積
極
的
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。地

域
の
方
々
と
綿
密
な
打
合
せ
を
行
い
な
が
ら
、諸
活
動
を
通
じ
て
子

ど
も
達
に
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
教
え

て
い
ま
す
。こ
う
し
た
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
は
、地
域
福
祉
の

推
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、東
日
本
大
震
災
後
は
、岩
手

県
陸
前
高
田
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、１
月
中
旬
頃
に
谷
本
正
憲
石
川
県
知
事
よ
り
、表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
る
予
定
で
す
。

研
究
活
動
成
果
報
告
会
開
催
報
告

　

本
学
教
員
を
対
象
に
、学
内
競
争
的
資
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
特

別
研
究
費
・
国
外
研
究
費
に
採
択
さ
れ
た
研
究
活
動
に
つ
い
て
、今

年
度
は
金
城
祭
に
て
、研
究
活
動
成
果
報
告
会（
平
成
22
年
度
交
付

者
に
よ
る
報
告
）を
行
い
ま
し
た
。平
成
23
年
度
の
発
表
者
は
左
記

の
通
り
で
す
。ま
た
、科
研
費
採
択
者
か
ら
木
谷
尚
美
准
教
授
も
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

❶ 

佐
々
木  

賢
太
郎
　
准
教
授

「
膝
前
十
字
靱
帯
損
傷
者
の
片
脚
着
地
時
に
お
け
る
姿
勢
制
御
の

分
析
」

❷ 

小
島  

聖
　
講
師

「
安
静
立
位
に
お
け
る
足
底
接
地
面
積
と
足
趾
筋
力
の
関
係
」

❸ 

山
本  

拓
哉
　
助
教

「
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
ベ
ル
ト
速
度
調
節
に
よ
る
代
謝
の
変
化
に
つ
い
て
」

❹ 

野
口  

雅
弘
　
講
師

「
高
強
度
運
動
後
の
血
管
内
皮
機
能
の
評
価
」

❺ 

下
村  

有
子
　
教
授

「
視
覚
障
害
者
の
血
流
量
と
皮
膚
温
度
に
よ
る
温
泉
の
癒
し
効
果

の
調
査
研
究
」

❻
内  

慶
瑞
　
准
教
授

「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
態
と
課
題　

〜
大
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
て
の
基
礎
資
料
の
収
集
」

❼ 

神
谷  

晃
央
　
講
師

「
人
工
股
関
節
置
換
術
前
後
に
お
け
る
骨
盤
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
・
股

関
節
と
体
幹
可
動
域
・
股
関
節
周
囲
筋
力
の
変
化
」

❽ 

木
林  

勉
　
教
授

「
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ（O

bjective Structured Clinical Exam
ination

）

を
用
い
た
教
育
実
践
能
力
の
評
価
」

❾ 

春
名  

麻
季
　
講
師

「
親
子
・
個
人
・
基
本
権
の
複
合
的
研
究
」

10 

杉
森  

公
一
　
助
教

「
同
位
体
効
果
に
よ
る
磁
気
的
分
子
物
性
変
化
の
理
論
的
研
究
」

科
学
研
究
費
助
成
事
業
採
択
状
況

　

文
部
科
学
省
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
る
科

学
研
究
費
助
成
事
業
は
、人
文
・
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
全

て
の
分
野
に
わ
た
り
、豊
か
な
社
会
発
展
の
基
盤
と
な
る
独
創
的
・

先
駆
的
な
研
究
に
対
す
る
助
成
制
度
で
す
。平
成
23
年
度
の
採
択
・

交
付
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

❶ 

木
谷  

尚
美
　
准
教
授

「
健
康
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
認
知
症
準
備
教
育『
認
知
症
マ
イ

プ
ラ
ン
の
作
成
』の
実
践
と
評
価
」

❷ 

川
邊  

弘
之
　
教
授

「
聴
覚
障
害
学
生
の
た
め
の
聴
講
支
援
シ
ス
テ
ム
│『
質
よ
り
量
』

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
音
声
認
識
│
」

❸ 

野
口  

雅
弘
　
講
師

「
物
理
的
刺
激
の
血
管
内
皮
機
能
へ
の
影
響
と
生
活
習
慣
に
よ
る

影
響
の
違
い
に
つ
い
て
の
実
験
研
究
」

❹ 

永
井  

将
太
　
准
教
授

「
回
復
期
脳
卒
中
患
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
訓
練
用
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
作

成
と
そ
の
効
果
検
証
に
関
す
る
研
究
」

❺ 

永
原  

朗
子
　
教
授

「
批
判
的
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
む
福
祉
科
教
育
に
お
け
る
問
題
解
決

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」

❻ 

春
名  

麻
季
　
講
師

「
個
人
の
尊
厳
原
理
の
も
と
で
の
家
族
・
親
子
関
係
の
法
的
課
題

に
関
す
る
多
面
的
考
察
」

❼ 

元
村  

智
明
　
講
師

「
戦
前
石
川
県
下
の
公
共
性
の
論
議
形
成
と
共
同
性
確
保
に
関

す
る
研
究
│
経
済
保
護
事
業
を
中
心
に
│
」

❽ 

瀬
戸  

就
一
　
教
授
　（
短
大
部
）

「
聴
覚
障
害
学
生
に
教
員
の
熱
意
を
伝
え
る
感
情
フ
ォ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
開
発
」

❾ 

新
井  

浩
　
准
教
授
　（
短
大
部
）

「
大
学
教
員
の
教
授
力
向
上
の
た
め
の
自
己
訓
練
シ
ス
テ
ム
」

 

 

　
　
　

「
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業

（
社
会
技
術
研
究
開
発
）」採
択

　

独
立
行
政
法
人 

科
学
技
術
振
興
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）の「
戦
略
的
創

造
研
究
推
進
事
業（
社
会
技
術
研
究
開
発
）」実
装
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
、社
会
福
祉
学
部
下
村
有
子
教
授
の『
視
野
障
害
者
自
立
支
援

め
が
ね
の
社
会
実
装
』が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、視
野
狭
窄
、

半
盲
、暗
点
な
ど
の
視
野
障
害
が
あ
る
方
に
、視
野
を
拡
張
す
る
め

が
ね
を
使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、日
常
生
活
の
自
立
を
支
援
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。研
究
開
発
期
間
は
平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成

26
年
9
月
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

「
大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業
」

学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム 

状
況
報
告

　　

平
成
21
年
度
に
採
択
さ
れ
た

『
早
期
に「
社
会
人
力
」基
盤
を
確

立
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
』取
組
は
、

３
年
目（
最
終
年
度
）と
な
る
今

年
度
も
引
き
続
き
、就
職
・
各
種

資
格
支
援
等
、在
学
生
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
・
支
援
体
制
を
強
化
し
、

「
社
会
人
力
」向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。



Academic Activities Topics

白
山
市
と
の
包
括
協
定
締
結

　

金
城
学
園
、金
城
大
学
、金
城
大
学
短
期
大

学
部
は
白
山
市
と
の
間
で
相
互
に
協
力
し
地
域

社
会
の
発
展
と
人
材
育
成
を
目
指
す
包
括
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
は
３
月
28
日（
月
）に
白
山
市
役
所
で

行
わ
れ
、作
野
白
山
市
長
、加
藤
金
城
学
園
理

事
長
、本
田
金
城
大
学
学
長
、中
山
金
城
大
学

短
期
大
学
部
学
長
が
、そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

大
学
と
白
山
市
は
、福
祉
、医
療
、保
育
・
幼
児
教
育
の
向
上
を
は

じ
め
、文
化
、芸
術
、経
済
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
発
展
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
分
野
で
こ
れ
ま
で
以
上
の
連
携
協
力
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
開
講
座

今
年
度
も
５
月
14
日
か
ら
11
月
19
日（
各
土

曜
日
、全
20
講
座
）に
か
け
、短
大
部
と
の
共
同

事
業
と
し
て「
金
城
大
学
・
金
城
大
学
短
期
大

学
部
公
開
講
座
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。大
学
・

短
大
部
の
先
生
方
に
よ
る
健
康
や
生
活
に
根
付

い
た
講
義
が
行
わ
れ
、地
域
の
方
々
を
中
心
に
、

今
年
も
多
く
の
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。な
お
、

平
成
24
年
度
も
同
時
期
に
実
施
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、大
学
・
短

大
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
ご
参
照
の
上
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
が
く
広
場
／
悠
遊
健
康
サ
ー
ク
ル

今
年
度
も
介
護
福
祉
コ
ー
ス
に
よ
る
地
域
の
高

齢
者
の
方
々
と
の
交
流
を
通
し
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
事
業
と
し
て「
ゆ
う
が
く
広
場
」を
、

理
学
療
法
学
科
に
よ
る
白
山
市
と
本
学
が
連
携

し
た
地
域
在
住
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
マ
シ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、健
康
体
操
な
ど
を
本
学
学
生
と
交

流
し
な
が
ら
行
う
健
康
維
持
・
改
善
講
座
事
業
と

し
て「
悠
遊
健
康
サ
ー
ク
ル
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
か
ら
も
た
い
へ
ん
ご
好
評
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。活
動
状
況
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

株
式
会
社 

ナ
ナ
オ
か
ら
の
テ
レ
ビ
寄
贈
に
つ
い
て

現
在
、後
援
会
会
長
で
あ
り
ま
す
実

盛
様（
株
式
会
社 

ナ
ナ
オ
社
長
）か
ら

の
ご
提
案
・
ご
好
意
に
よ
り
、同
社
の
液

晶
テ
レ
ビ
10
台
を
７
月
22
日（
金
）に
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
液
晶
テ
レ
ビ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
学
の
講
義
室
や
演
習
室
等
に
設
置
さ

せ
て
い
た
だ
き
、教
育
・
研
究
に
寄
与
す

る
も
の
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

北
國
健
康
生
き
が
い
支
援
事
業

北
國
新
聞
社
と
の
共
催
に
て
、一
般
の

方
を
対
象
に
し
た
通
年
事
業
と
し
て

「
社
会
福
祉
講
演
会
」、「
医
療
健
康
講

演
会
」、「
福
祉
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は
７
月
23
日

（
土
）に
医
療
健
康
学
部
木
林
勉
教
授
に

よ
る「
介
護
予
防
〜
い
つ
ま
で
も
イ
キ
イ

キ
と
自
分
ら
し
く
〜
」、９
月
17
日（
土
）

に
社
会
福
祉
学
部
平
口
真
理
教
授
に
よ

る「
人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
に
ど
う
対
処
す
る
か
」を
テ
ー
マ
に
開
催

し
、多
く
の
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、11
月
20
日（
日
）に
は
、「
第
６
回
福
祉
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
詳
細
に
つ
い
て
は
、裏
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大
学
行
政
管
理
学
会
第
15
回
定
期
総
会
・
研
究
集
会
開
催

９
月
３
日（
土
）か
ら
４
日（
日
）の
２
日

間
、金
城
大
学
が
会
場
校
と
な
り
、ホ
テ
ル

金
沢
及
び
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、大
学
行

政
管
理
学
会（
全
国
の
大
学
横
断
的
な「
職

員
」相
互
の
啓
発
と
研
鑽
を
深
め
る
た
め

の
専
門
学
会
組
織
）第
15
回
定
期
総
会
・
研

究
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
台

風
12
号
の
影
響
も
あ
り
、多
く
の
参
加
者

の
足
に
も
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、２
日
間
で
全
国
か
ら
高
等
教
育

機
関
職
員
を
中
心
と
し
た
教
育
関
係
者
３
５
６
名
が
来
学
し
、盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

白
山
市
経
済
団
体
連
絡
協
議
会
と
の
協
定
締
結

金
城
学
園
、金
城
大
学
、金
城
大
学
短

期
大
学
部
は
白
山
市
経
済
団
体
連
絡
協

議
会
、白
山
商
工
会
議
所
、美
川
商
工
会
、

鶴
来
商
工
会
、白
山
商
工
会
と
の
間
で
、

相
互
に
協
力
し
地
域
経
済
の
発
展
と
学

術
文
化
の
振
興
、人
材
の
育
成
を
目
指
す

包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

締
結
式
は
９
月
14
日（
水
）に
本
学
に

て
行
わ
れ
、高
松
白
山
市
経
済
団
体
連

絡
協
議
会
会
長（
白
山
市
商
工
会
議
所
会
頭
）、吉
田
美
川
商
工
会

会
長
、角
永
鶴
来
商
工
会
会
長
、林
白
山
商
工
会
会
長
、加
藤
金
城

学
園
理
事
長
、本
田
金
城
大
学
学
長
、中
山
金
城
大
学
短
期
大
学
部

学
長
が
、そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

大
学
と
白
山
市
経
済
団
体
は
、地
域
経
済
の
発
展
や
地
域
振
興
、

学
術
文
化
の
振
興
を
は
じ
め
、地
域
文
化
・
伝
統
の
継
承
や
人
材
の

育
成
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
以
上
の
連
携
協
力
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

「
石
川
県
健
民
運
動
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
」を
受
賞

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
自
主
的
、積
極
的
に
取
組
み
、他
の
模
範
と

な
る
よ
う
な
優
れ
た
活
動
に
対
し
て
贈
ら
れ
る「
石
川
健
民
運
動
青

少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞
」に
、個
人
の
部
で
高
川
由
佳
さ
ん（
社
会
福

祉
学
部
こ
ど
も
専
攻
３
年
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

高
川
さ
ん
は
、１
年
生
か
らw

w
w
.kids

と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、現
在
は
代
表
を
務
め
、子
ど
も
と
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
積
極
的
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。地

域
の
方
々
と
綿
密
な
打
合
せ
を
行
い
な
が
ら
、諸
活
動
を
通
じ
て
子

ど
も
達
に
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
教
え

て
い
ま
す
。こ
う
し
た
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
は
、地
域
福
祉
の

推
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、東
日
本
大
震
災
後
は
、岩
手

県
陸
前
高
田
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、１
月
中
旬
頃
に
谷
本
正
憲
石
川
県
知
事
よ
り
、表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
る
予
定
で
す
。

研
究
活
動
成
果
報
告
会
開
催
報
告

　

本
学
教
員
を
対
象
に
、学
内
競
争
的
資
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
特

別
研
究
費
・
国
外
研
究
費
に
採
択
さ
れ
た
研
究
活
動
に
つ
い
て
、今

年
度
は
金
城
祭
に
て
、研
究
活
動
成
果
報
告
会（
平
成
22
年
度
交
付

者
に
よ
る
報
告
）を
行
い
ま
し
た
。平
成
23
年
度
の
発
表
者
は
左
記

の
通
り
で
す
。ま
た
、科
研
費
採
択
者
か
ら
木
谷
尚
美
准
教
授
も
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

❶ 
佐
々
木  

賢
太
郎
　
准
教
授

「
膝
前
十
字
靱
帯
損
傷
者
の
片
脚
着
地
時
に
お
け
る
姿
勢
制
御
の

分
析
」

❷ 

小
島  

聖
　
講
師

「
安
静
立
位
に
お
け
る
足
底
接
地
面
積
と
足
趾
筋
力
の
関
係
」

❸ 

山
本  

拓
哉
　
助
教

「
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
ベ
ル
ト
速
度
調
節
に
よ
る
代
謝
の
変
化
に
つ
い
て
」

❹ 

野
口  

雅
弘
　
講
師

「
高
強
度
運
動
後
の
血
管
内
皮
機
能
の
評
価
」

❺ 

下
村  

有
子
　
教
授

「
視
覚
障
害
者
の
血
流
量
と
皮
膚
温
度
に
よ
る
温
泉
の
癒
し
効
果

の
調
査
研
究
」

❻
内  

慶
瑞
　
准
教
授

「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
態
と
課
題　

〜
大
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
て
の
基
礎
資
料
の
収
集
」

❼ 

神
谷  

晃
央
　
講
師

「
人
工
股
関
節
置
換
術
前
後
に
お
け
る
骨
盤
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
・
股

関
節
と
体
幹
可
動
域
・
股
関
節
周
囲
筋
力
の
変
化
」

❽ 

木
林  

勉
　
教
授

「
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ（O

bjective Structured Clinical Exam
ination

）

を
用
い
た
教
育
実
践
能
力
の
評
価
」

❾ 

春
名  

麻
季
　
講
師

「
親
子
・
個
人
・
基
本
権
の
複
合
的
研
究
」

10 

杉
森  

公
一
　
助
教

「
同
位
体
効
果
に
よ
る
磁
気
的
分
子
物
性
変
化
の
理
論
的
研
究
」

科
学
研
究
費
助
成
事
業
採
択
状
況

　

文
部
科
学
省
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
る
科

学
研
究
費
助
成
事
業
は
、人
文
・
社
会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
全

て
の
分
野
に
わ
た
り
、豊
か
な
社
会
発
展
の
基
盤
と
な
る
独
創
的
・

先
駆
的
な
研
究
に
対
す
る
助
成
制
度
で
す
。平
成
23
年
度
の
採
択
・

交
付
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。

❶ 
木
谷  
尚
美
　
准
教
授

「
健
康
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
認
知
症
準
備
教
育『
認
知
症
マ
イ

プ
ラ
ン
の
作
成
』の
実
践
と
評
価
」

❷ 

川
邊  

弘
之
　
教
授

「
聴
覚
障
害
学
生
の
た
め
の
聴
講
支
援
シ
ス
テ
ム
│『
質
よ
り
量
』

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
音
声
認
識
│
」

❸ 

野
口  

雅
弘
　
講
師

「
物
理
的
刺
激
の
血
管
内
皮
機
能
へ
の
影
響
と
生
活
習
慣
に
よ
る

影
響
の
違
い
に
つ
い
て
の
実
験
研
究
」

❹ 

永
井  

将
太
　
准
教
授

「
回
復
期
脳
卒
中
患
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
訓
練
用
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
作

成
と
そ
の
効
果
検
証
に
関
す
る
研
究
」

❺ 

永
原  

朗
子
　
教
授

「
批
判
的
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
む
福
祉
科
教
育
に
お
け
る
問
題
解
決

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」

❻ 

春
名  

麻
季
　
講
師

「
個
人
の
尊
厳
原
理
の
も
と
で
の
家
族
・
親
子
関
係
の
法
的
課
題

に
関
す
る
多
面
的
考
察
」

❼ 

元
村  

智
明
　
講
師

「
戦
前
石
川
県
下
の
公
共
性
の
論
議
形
成
と
共
同
性
確
保
に
関

す
る
研
究
│
経
済
保
護
事
業
を
中
心
に
│
」

❽ 

瀬
戸  

就
一
　
教
授
　（
短
大
部
）

「
聴
覚
障
害
学
生
に
教
員
の
熱
意
を
伝
え
る
感
情
フ
ォ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
開
発
」

❾ 

新
井  

浩
　
准
教
授
　（
短
大
部
）

「
大
学
教
員
の
教
授
力
向
上
の
た
め
の
自
己
訓
練
シ
ス
テ
ム
」

 

 

　
　
　

「
戦
略
的
創
造
研
究
推
進
事
業

（
社
会
技
術
研
究
開
発
）」採
択

　

独
立
行
政
法
人 

科
学
技
術
振
興
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）の「
戦
略
的
創

造
研
究
推
進
事
業（
社
会
技
術
研
究
開
発
）」実
装
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
、社
会
福
祉
学
部
下
村
有
子
教
授
の『
視
野
障
害
者
自
立
支
援

め
が
ね
の
社
会
実
装
』が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、視
野
狭
窄
、

半
盲
、暗
点
な
ど
の
視
野
障
害
が
あ
る
方
に
、視
野
を
拡
張
す
る
め

が
ね
を
使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、日
常
生
活
の
自
立
を
支
援
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。研
究
開
発
期
間
は
平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成

26
年
9
月
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

「
大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業
」

学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム 

状
況
報
告

　　

平
成
21
年
度
に
採
択
さ
れ
た

『
早
期
に「
社
会
人
力
」基
盤
を
確

立
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
』取
組
は
、

３
年
目（
最
終
年
度
）と
な
る
今

年
度
も
引
き
続
き
、就
職
・
各
種

資
格
支
援
等
、在
学
生
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
・
支
援
体
制
を
強
化
し
、

「
社
会
人
力
」向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
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同窓会会員の皆様へ
　この度、同窓会会報誌を発刊、発送させていただきますので、ご一読いただければ幸いです。
　なお、住所や氏名が変更になった方は、同窓会事務局（※下記参照）までご連絡ください
ますようお願いいたします。ご連絡いただきました個人情報につきましては、同窓会関係の事
務のみに使用させていただきます。
　今後とも、同窓会の活動に、ますますのご理解・ご協力の程、よろしくお願いいたします。

大学案内・募集要項
http://telemail.jp
テレメール／資料請求受付（24時間）
●音声ガイダンスに従って資料番号を入力してください。
　IP電話 050-8601-0101
●資料請求番号　160793 （2日で資料が届きます。）
※お急ぎの場合は、本学へ直接ご連絡ください。

金城大学の建学理念等
建学理念

明日の福祉社会を先導する福祉のリーダー的存在の養成

教育理念

目的及び使命 教育目的
教育基本法および学校教育法の精神に則り、広く知識を授けるとともに、深く専門の
学芸を教授研究し、知的、道徳的および応用的能力を養い、文化の向上および社会
の福祉に寄与する人材を育成することを目的とする。（学則第1条）

社会福祉、保育及び幼児教育、または医療及び健康を担う総合力と旺盛な意欲、
職場の即戦力につながる社会人の基礎、そして社会で幅広く活躍する積極性を身に
つけ、福祉の心を持ったエキスパートとして卒業生を社会に輩出する。

教育とは、教員と学生との全人格のぶつかり合いの中から生まれてくる学生への良い
影響である。学生とともに毎日学内で過ごす生活そのものが教育である。


